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Ⅰ は じ め に
現在，文字情報は，紙媒体やデジタル媒体いずれにおいても多様化している。学校教育では，
全教科等の学習指導要領において言語活動の充実を強調している。むろん，活用に向けて工夫・
改善をしているものの，課題は増すばかりである。
原因の一つとして，児童・生徒の活字離れ以上に，指導者のそれがある。とりわけ，指導者
でも，新聞，専門図書（教育図書）といった読書の機会が減少している。ただ，文字情報とい
う点でみれば，インターネットやSNSをはじめデジタル情報を通じて触れていないわけでは
ない。
以上のような状況をふまえ，筆者は，保育者・教員養成課程の授業（社会科・地理歴史科等）
の一環として，新聞活用教育（NIE活動）に取り組んできた。小学校，中学校，高等学校の
現場でも，貴重な授業実践の成果は報告されている。ただ，小学校での授業実践の広がりは，
鈍い。対象となる新聞は，通常，一般紙である。一般紙では，記事内容の難しさを指摘する声
は多い。
そこで，本稿は，主として小学生を対象とした「小学生新聞」を用いて，社会科での授業実
践の効果を検証する。具体的には，小学校教員免許状の取得を目指す大学生を対象とした授業
科目（小学校教育教材研究及び小学校教育授業研究）で，第5学年の社会科授業の内容におい
て，小学生新聞を活用した。社会科の場合，諸資料の活用を，授業でどのように使うか，重要
となる。授業実践では，小学生新聞（指定記事内容）を提示し，学習課題，展開（発問・指示），
評価基準（標準評価と高評価）の作成を指示した。検証として，上記を記した提出課題の内容
をもとに授業の成果・効果を確認する。なお，授業実践は，2018年10月に実施した。
ところで，先行研究として，小学生新聞を用いた社会科授業の実践や授業開発といった研究
成果は，ほとんど確認できない。ただ，小学生新聞を活用した授業研究として，柳シンヒョン
（2012）の成果がある。この研究では，韓国語を母語とする韓国人児童生徒4人に日韓両国の
新聞を用いた学習指導を行い，（1）「小学生新聞を中心としたメディア」を取り入れた2言語
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指導を通して，外国人児童生徒にどのような「学び」が起きるのか（2）児童生徒の言語・認
知能力の向上における母語話者支援者による指導の有効性は何かを考察している。その結果，
年少者日本語教育に新聞を用いた2言語指導を取り入れることで獲得できる「学び」と，「母
語話者支援者の指導による有効性」を確認した。よって，指導が外国人児童生徒の言語能力，
総合的な力の育成に有効であったと指摘している。
以上から，小学生新聞は，小学生はもちろん言語学習の初学者（外国人）や不得手という方
に，有効な教材であると判断できる。そのため，小学校社会科の授業でも，小学生新聞の活用
は，一定の効果があるものと期待できる。
Ⅱ 授業実践の内容
本章では，①新聞記事の内容，②記事内容に関連する学習指導要領の確認，③授業実践の手
順という流れで述べる。
1 新聞記事の内容
1）小学生新聞の構成と特色
小学生新聞は，見出し（主見出し・脇見出し），リード文（記事内容の概要），本文，その他
（地図・写真・グラフ・表など）で構成されている。よって，構成には，一般紙と大きな違い
はない。
特色は，ふりがな（ルビ）の使用，行間の広さ，文字量の少なさ，地図，写真，グラフ，表
といった視覚的資料の多用といった点にある。朝日小学生新聞の場合，発刊は毎日（日刊）で
あるものの，全体的なページ数は少ない。
結果，一般紙と比べ，時事ニュースでもわかりやすくなっている。加え，家族とのコミュニ
ケーションを行うきっかけづくり，中学校受験の対策としての役割も挙げている。
以上から，文字情報の読み取りを苦手する児童には，より導入しやすい資料と判断できる。
具体的な活用として，小学生新聞の活用を積み重ね，その後，一般紙へ移行するといった試み
も効果は高いと考えられる。
2）小学生新聞の記事内容
資料活用した小学生新聞記事は，2018年に発生した気象災害や地震災害の各地の様子を伝え
たものである。影響を与えた自然現象は，西日本豪雨（6月28日～7月8日），台風21号（9
月4日上陸），台風24号（9月30日上陸），北海道胆振東部地震（9月6日）である。被害の状
況は，西日本地域を中心に広島県呉市，愛媛県宇和島市，兵庫県川西市，大阪府泉佐野市，和
歌山県紀の川市，長野県，北海道を取り上げている。
表1は，新聞記事の内容（全文）である。主な内容は，自然現象（豪雨・台風・地震）によっ
て，どのような産業被害が生じたか，説明したものである。記事には，その他として，地図資
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料（主題図）と写真資料2点も合わせて掲載されている。
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表1 資料活用した小学生新聞の内容（全文）
農漁業 自然災害で各地に被害
愛媛・宇和島市 ミカン畑に土砂、農道・設備も被災
今年日本をおそった自然災害は、各地で農業や漁業に大きな被害をもたらしました。収穫目前の作物
がだめになったり、何年もかけて育てた果樹が流されたり。ビニールハウスなど施設の被害も大変な額
に上ります。そんな中でも「やるしかない」と前を向き、いろいろな方法で立て直しに取り組む産地が
あります。
「目の前に実…でも道具がない」
かんきつ類の生産量日本一の愛媛県。中でも宇和島市吉田町はミカンの栽培が盛んです。気候がおだ
やかで、海に面して広がる急な斜面は、日照時間が長く、水はけがよく、おいしくなる条件がそろって
います。
しかし、7月の西日本豪雨は町内の特に玉津地区に大きな被害をおよぼしました。約400ヘクタール
のミカン畑の10～20％が土砂で流されました。農道も土砂にうもれ、畑に行き着くこともできませんで
した。
最大傾斜50度の斜面には、ミカンを運ぶトロッコのような運搬道具があります。レールの総延長は1
万5千メートルに上りますが、多くがこわれてしまいました。水や薬をまくスプリンクラーは、今もま
だ全体の3割しか動きません。
農道の土砂を取り除くのに1か月。その間、薬をまけず、草取りもできませんでした。大きく育てる
ために実の数を減らす「間引き」もできませんでした。「収穫量は去年の6割、売り上げは5割くらい」
と、集荷をする玉津共選・共選長の山本計夫さん。一番早い品種の収穫はすでに始まっています。「目
の前に実がなっているのに、道や運搬道具がなくて取れないのが何よりつらい」
復興に向け奮闘「やるしかない」
玉津地区は農家180戸のうち45戸は40歳以下という、若い農家の多い地域です。4年前に農家を継い
だ酒井雅人さん（43歳）は、「最初はどうしよう、どうなるんだろうって。でも前向きに明るくやるし
かない」といいます。同世代の農家の人たちと「一人ではできないことも、気軽に意見を出して話し合
える」。
その中で復興に向けての案が次々実現しました。被害状況を知らせてネットで広く資金をつのるクラ
ウドファンディングでは、千人近くから計1千万円以上が集まりました。味は同じで見た目が少し落ち
る実は、「復興ミカン」として売り出します。箱にあるQRコードを読み取ると、地区の現状がわかり
ます。
ミカンは、「5年でようやく収穫、10年でぼちぼち、20年で一人前」といいます。先を見すえて、地
区全体で畑を改革する案もあります。「災害はひどかった。でもある意味『玉津のミカン』を知っても
らうチャンスと考えてがんばりたい」
大阪府 ハウスこわれ損害額30億円
北海道 冷蔵できず生乳廃棄2万トン
西日本豪雨は漁業にも被害をもたらしました。
愛媛県はマダイの養殖が日本一です。宇和島市では養殖をしている湾内に川から大量の雨水やゴミ
が流れこみました。塩分のない水に長くさらされたため、多くの魚が死にました。広島県呉市では、
特産のカキを育てる棚が流されました。一部は修復しましたが、再来年秋の出荷に影響する可能性が
あります。
9月の台風21号は、強烈な風による被害が広い範囲におよびました。
大阪府は農業の盛んな南部でビニールハウスが大量にこわれました。府内のハウス面積の約3分の
1が被災し、被害額は30億円をこえています。羽曳野市などではイチジクが風ですれて、泉佐野市で
は特産の水ナスがたおれてだめになりました。
果物のカキの出荷量が日本一の和歌山県。収穫直前の重い実が落ちたり、たわわに実をつけた枝が
折れたりしました。紀の川市などで被害額は計12億円をこえています。同市ではミカンやイチジク、
キウイも大きな被害を受けています。
兵庫県川西市もイチジクの被害が目立ちました。根の張り方が浅いため、木がたおれるケースも多
かったそうです。長野県では収穫直前のリンゴ、ナシやブドウの実が風で落ちました。
9月6日の北海道の地震では、道内全域の停電で酪農に大きな影響がでました。冷蔵や輸送ができ
ずに捨てた生乳は約2万トンに上りました。台風24号に9月末におそわれた宮崎県では、ビニールハ
ウスが飛ばされ、キュウリやピーマンなどに被害が出ています。
資料）2018年10月8日付朝日小学生新聞1頁の一部。
注）漢字には，原則，ルビがついている（上記では省略）。
2 学習指導要領の内容
今回の授業実践（新聞記事内容）は，第5学年の「日本の国土の自然環境と国民生活」の単
元に該当する。表2は，上記に関連する学習指導要領を示したものである。
具体的には，思考力，判断力，表現力等の内容である①災害の種類や発生の位置，②災害の
時期，③国土の自然災害の状況に，より関連が強い。
よって，授業実践は，新聞記事から，①～③の内容の情報を収集して，思考・判断できるよ
うな学習課題（発問・指示を含む）を設定できるか，重要となってくる。
3 授業実践の手順
今回の授業実践は，小学校教育教材研究（1学年）と小学校教育授業研究（2学年）の科目
の一部として実施したものである。これらは，小学校教員免許状取得を目指す学生が履修する
選択科目となっている。
この科目は，それぞれ半期科目で，国語科，社会科，算数科，理科に関する授業観察，学習
指導案作成，模擬授業などを組み合わせ，各教科数時間の割り当てを行い，オムニバス形式で
取り組んでいる。今回，社会科の割り当て部分（2時間）を利用して，実施した。
手順は，1時間目に①授業（社会科分）のねらい，②関連する学習指導要領の内容，③小学
生新聞の特色と内容の確認，④授業課題の内容の提示をした。
課題は，小学生新聞（指定内容）を活用して，学習課題（主発問），展開（発問・指示），評
価基準（3段階評価のうち，標準評価と高評価）を考え，書くよう指示した。なお，1学年は，
展開（発問・指示）の記入を省略した。提出は，金曜日（4日間以内）までと指示した。
2時間目に，提出内容の講評と若干の解説を行った。学習課題では，記事内容全体を含むも
のと部分的な内容のものを例示した。評価基準の場合，標準評価は，この授業として最低限確
保してほしい知識等を示すよう強調した。また，高評価と標準評価の差異は，語句や文章の数
をもって区別する手法を例示（標準評価は重要語句1つ，高評価は重要語句2つ以上）した。
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表2 授業実践に関連する学習指導要領の内容
（第5学年）
内容（5）
我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、
次の事項を身に付けることができよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）自然災害は国土の自然条件などと関連して発生していることや、自然災害から国土を保全し国
民生活を守るために国や県などが様々な対策や事業を進めていることを理解すること。
略
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア）災害の種類や発生の位置や時期、防災対策などに着目して、国土の自然災害の状況を捉え、自
然条件との関連を考え、表現すること。
資料）2017年版小学校学習指導要領解説社会編。
注）下線は筆者による。
Ⅲ 授業実践の成果
本章では，提出された課題内容（4事例）を手がかりに，それぞれの特色を浮き彫りにした
い。
事例1は，学習課題として，自然災害による農漁業の影響を思考させる発問となっている。
展開では，発問・指示として，自然災害と具体的な被害に分けた。加え，それを，新聞記事に
印をつけることで，視覚化できるようにした。最後に，自分の言葉でノートに表現させ，学習
理解を確かめることができるようにしている。評価では，ノートの記述内容や発言内容を手が
かりに，記述量（数）で基準を設定した。
事例1は，学習課題，展開（発問・指示），評価基準が，一体化している。また，発問・指
示や基準は，明確な区分をし，評価しやすい工夫がされている。よって，事例1は，社会科授
業として，適切な内容と判断できる。
事例2は，学習課題において，各地における農漁業の被害の原因を思考させる発問となって
いる。展開では，自分事として思考させる発問も加えている。評価では，情報の読み取り，選
択の他に特色なども，基準に加えた。
他地域における自然災害は，とかく自分事として考えることが難しい。事例2は，その点を
払拭するような発問を取り入れたことが高く評価できる。また，復旧・復興の視点で発問を続
けた点も評価に値する。こうした思考の積み重ねは，身近な地域における防災の心構えとして
役立つ。
事例3は，学習課題として，自然災害を受けた地域を思考させる発問となっている。また，
地域における被害の状況も尋ねた。展開では，まず，どのような自然災害があるかを探らせ，
次に災害地へ注目させるような手立てを講じた。さらに，災害地と被害状況をまとめるような
指示で結んでいる。評価は，高度な内容理解の基準を示し，標準との差別化を図った。
事例3は，発問として，災害地と被害の状況を関連付ける内容を示した点が評価できる。情
報収集の手法として，全体像を把握した後，その内容を分けるよう工夫した点が興味深い。ま
た，高評価の評価基準を設定し，段階評価を構築した点も面白い。
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図1 「小学校教育教材研究・授業研究」授業実践（社会科分）の流れ・構造
事例4は，復興ミカンの内容を思考させる発問となっている。展開では，まず，ミカン畑の
土地条件を探らせ，豪雨での影響を尋ねた。その上で，復興の様子を尋ねている。評価は，復
興ミカンの内容を標準としつつ，他地域の記述を高評価の基準として設定した。
事例4は，単なる復興ミカンの内容理解を目指したものではなく，その原因（自然災害の様
子）を思考させつつ，他の内容にも目を向けさせた点を評価できる。評価は，学習課題に対応
したものを標準としながら，他地域の記述を学習意欲として高く評価した点がよい。
事例1（2学年男子）
事例2（2学年女子）
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1 学習課題の設定
・自然災害は農漁業にどんな影きょうをもたらしたかな？
2 具体的な発問・指示の内容
・新聞に書いている自然災害に青ペンで線を引こう（指示）
・どんな自然災害があったかな（発問）
・自然災害による被害の部分に赤ペンで線を引こう（指示）
・どんな被害があったかな（発問）
・今までのことからどんな影響があったといえるか，ノートに書いてみよう（指示）
・ノートに書いたことを発表しよう（指示）
3 学習評価の設定
【高評価】
自然災害によってどんな影響があったか理解している（ノート・発表）
記述量3つ以上
【標準評価】
自然災害によってどんな影響があったかおおまかに理解している（ノート・発表）
記述量1～2つ
資料）提出課題内容。
1 学習課題の設定
・各地で農漁業に被害が起きているのは，なぜ？
2 具体的な発問・指示の内容
・各地で農漁業に被害が起きているのは，なぜか考えてみよう（発問）
児童の発表予想（略）
・もし，被害が起きてしまった農作物や畑が使えなくなったら，自分ならどうしますか（発問）
児童の発表予想（略）
・災害が起きてしまった地域にできることは何だと思いますか（発問）
児童の発表予想（略）
3 学習評価の設定
【高評価】
・新聞記事をしっかり読み取り，内容を理解することができたか
・新聞記事から有用な情報を適切に選択し効果的に活用しているか
・社会的事象の意義や特色などの知識を身につけているか
【標準評価】
・新聞記事を読み取り，理解することができたか
・新聞記事からわかったこと，読み取ったことをまとめられている
資料）提出課題内容。
事例3（2学年男子）
事例4（2学年女子）
Ⅳ 授業実践の効果・課題
本章では，前章における提出課題の内容をふまえ，授業実践の若干の考察と課題について述
べる。学習指導要領の内容との関連でみれば，①災害の種類や発生の位置，③国土の自然災害
の状況は，新聞記事から読み取ることができる。他方，②災害の発生の時期については，概ね
の時期は分かるものの，詳細にわからない。
提出課題の内容（全体）をみれば，大きく3つのカテゴリーに分けることができた。まず，
①どのような自然現象によって，どのような被害があったかを読み取る形態のものである。次
に，②地域（産業）間の比較を通じて，どのような被害（類似点・相違点）が生じたか読み取
る形態のものである。最後は，上記の内容に加え，自然災害から，どのようなことを学ぶこと
ができるか，自分事として考えさせようとするものである。以上から，学習課題では，社会科
授業として概ね適切だったものと判断できる。
一方，評価基準の設定は，やや課題を残した。今回，「～を理解できる・～がわかる」や
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1 学習課題の設定
・自然災害で被害を受けた地域はどこだろう？また，どのような被害だろう？
2 具体的な発問・指示の内容
・新聞をみて，どのような自然災害があるだろうか（発問）
・どんな自然災害を受けている？（発問）調べてみよう（指示）
・今，調べてきた中にどこの地域が出てきたかな？（発問）
・その地域で起きた自然災害と被害をまとめてみよう（指示）
3 学習評価の設定
【高評価】
・新聞から地域による被害状況（量）について理解することができる
・地域どうしを比べ共通点や相違点に気付くことができる
【標準評価】
・新聞の内容を正しく読み取ることができる
・地域による被害と自然災害についてまとめることができる
資料）提出課題内容。
1 学習課題の設定
・復興ミカンって何だろう？
2 具体的な発問・指示の内容
・元々のミカン畑は，どのような場所だったのかな？（発問）
・読み取れる部分にマーカーで線を引いて下さい（指示）
・7月の豪雨で，どのような被害にあったかな？（発問）
・今は，どのくらい復興したのかな？（発問）
3 学習評価の設定
【高評価】
・復興ミカンのことを調べ，他の豪雨や被害についても知ることができたか
【標準評価】
・復興ミカンのこと，豪雨の被害がどのくらいなのか知ることができたか
資料）提出課題内容。
「～をまとめている」といった評価基準が，多く散見された。他方，理解やまとめるといった
内容の程度が，ほとんど示されていない。段階評価の場合，「どこまでを理解しているのか，
わかるのか」または「どこまでまとめているか」といった基準がないと，判断しにくい。児童
の学習成果を評価する際，どのように評価を区分したらよいか，難しいことに気付くであろう。
以上から，評価では，「どこまでの内容か」または「どのような内容を」といった明確な基
準を設定できるか，今後の課題となった。その結果，学習課題，展開，評価の内容を一体化さ
せる意味に気付くであろう。実際，一部の学生は，授業の感想として，「指導（学習課題）と
評価を一体化しなければならないことがわかったため，指導案を書く際には確認したいと思い
ました」のように評している。
Ⅴ お わ り に
本稿は，小学校教員養成課程の授業の一環として，小学生新聞を用いた社会科授業の実践に
ついて効果を検証しようとするものであった。その手順として，まず，小学生新聞の特色と構
成，使用した小学生新聞記事の内容について確認した。次に，今回の授業実践に関連する学習
指導要領の内容に触れ，授業実践の流れについて述べた。続いて，授業実践の成果を例示しな
がら，どのような特色がみられるのか，評価した。その上で，学習記録全体をみながら，学習
課題の内容と評価基準の内容に分けて，授業の成果と課題を述べた。その結果，受講者の大半
（学習記録）は，社会科授業として妥当な成果であったものと判断できる。
今後の課題として，今回は，学習指導案を構成する学習課題と評価に絞ったものであった。
実際は，展開，時間配分を含む詳細なものが必要となってくる。また，受講生が，教育実習や
現場教育の場面で，本当に小学生新聞を用いた社会科授業を実践できるかといった，課題も大
きい。とりわけ，授業内容に適する小学性新聞の内容を収集するといった手間は欠かせない。
菊地：小学生新聞を活用しての授業実践と効果－小学校社会第5学年の内容として－44
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図2 授業実践（授業課題）の成果と課題の構造
最終的には，児童が小学生新聞（一般紙）を定期的に閲覧し，指導者の持続的な教材活用といっ
た点につなげたい。
今後も，教員養成課程の授業において，適度な新聞活用（小学生新聞・一般紙），その授業
開発を継続していきたい。
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